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 予算議案関係資料  

 

令和４年度当初予算（案）の概要 

神 崎 町 

 

～ 一般会計 ２７億８，８００万円 前年度比４．２％増 ～ 

 

１．当初予算のポイント 

 

 予算規模   
 

● 令和４年度一般会計当初予算（案）の総額は、２７億８，８００万円で、 

 前年度比 4.2％（1 億 1,200 万円）の増となりました。 

● これは、町道成田神崎線の整備事業や道の駅改修事業の実施による事業費の

増が主な要因です。 

 

 予算編成方針   
 

○ 「神崎町第５次総合計画・前期基本計画」の着実な推進を図るため、事業の

効果、優先度、重要性を十分検討すること 

○ ただし、計画推進の継続性が重要であることから、確保できる財源に応じ  

た予算規模とすること 

 ○ 予算配分の硬直化を防ぐ観点から、前年同様「ゼロベース積上げ方式」と 

し、昨年同様に新型コロナウィルス感染症の影響による厳しい財政状況が見込

まれることを踏まえ、真に必要な経費を精査すること 
 

を基本的な考え方として、令和４年度当初予算を編成しました。 

 

 予算の特徴   
 

限られた財源の中でも『まちの活性化』と『子育て支援』に重点的に配分し、 
 

◇ 町道成田神崎線を始めとする町道整備・改良事業 

◇ 神崎ＰＡ（仮称）の整備に合わせた道の駅改修事業 

◇ 子育て世帯に対する支援の継続 
 

などの予算を計上しました。 
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２．歳入予算 

 

〔歳入内訳〕        （前年度比） 
 

  町   税   ６４０，００１千円  （△  0.2％） 

  地方譲与税    ２９，７４５千円  （＋  2.2％） 

  各種交付金   １８１，２５０千円  （＋  1.1％） 

  地方交付税   ９７４，０００千円  （＋  3.2％） 

  分担金･負担金，使用料･手数料  ４５，３２０千円  （＋  2.2％） 

  国庫支出金   ２８６，３５６千円  （＋ 40.3％） 

  県 支 出 金    １７４，６２４千円  （△  3.6％） 

 繰 入 金   ２４０，０７１千円  （＋ 19.0％） 

 （うち財政調整基金繰入金     236,994 千円     ＋ 21.0%） 

 町   債    ３９，７００千円  （△ 65.4％） 

 （うち臨時財政対策債      35,000 千円     △ 68.2%） 

そ の 他   １７６，９３３千円  （＋ 29.6％） 

 

〔主な増減要因〕 
 
① 町税は、新型コロナウイルス感染症の影響による法人町民税の減収が見込まれ

るものの、固定資産税は増収が見込まれるため、全体では 100 万円の減を見込

みました。なお、歳入総額に占める町税の割合は 23.0％です。 

 

② 各種交付金のうち、地方消費税交付金については、3 年度の実績に基づき算

定し、1,000 万円の増を見込みました。 

 

 ③ 地方交付税は、3 年度実績に基づき普通交付税の予算留保額を減らしたため、

3,000 万円の増となりました。 

 

 ④ 国庫支出金は、道路整備など公共事業費の増に伴い社会資本整備総合交付金

や防災・安全交付金が増加するため、8,228 万 1 千円の増となっています。 

 

 ⑤ 県支出金は、農地耕作条件改善事業補助金などの減により、659 万 4 千円の

減となりました。 

 

 ⑥ 繰入金は、投資的経費などの増に伴い、その財源として財政調整基金繰入金

も増となり、3,825 万 5 千円の増となりました。 

 

 ⑦ 町債は、臨時財政対策債の借入額が減少となることなどにより、7,490 万円

の減となっています。 
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３．歳出予算 

 

〔歳出内訳〕        （前年度比） 
 

  議 会 費    ４７，７４７千円  （△  1.0％） 

  総 務 費   ５５３，４８６千円  （＋  7.4％） 

  民 生 費   ７９６，５１６千円  （△  5.3％） 

  衛 生 費   ２３７，５５４千円  （△  9.6％） 

  農林水産業費   １４７，１０６千円  （＋ 6.1％） 

  商 工 費    ４７，２０６千円  （＋116.6％） 

  土 木 費   ３０５，８７９千円  （＋ 83.7％） 

  消 防 費   １３７，８２５千円  （△  1.4％） 

  教 育 費   ２８６，８１３千円  （△  5.0％） 

  公 債 費   ２１２，８４５千円  （△  5.4％） 

  そ の 他    １５，０２３千円  （   0.0％） 

 

 

４．主な新規事業・主要事業（●は重点事業） 

 

 ① 総務費 

   ・ホームページ改修事業【新規】      8,074 千円 

   ・防犯カメラ設置補助事業           2,000 千円 

   ・移住・定住者支援事業       7,000 千円 

   ・参議院議員選挙執行事業【新規】      7,783 千円 

   ・千葉県議会議員選挙執行事業【新規】    1,960 千円 

 

 ② 民生費 

●敬老祝品贈呈事業       1,874 千円 

・障害者自立支援給付事業       116,770 千円 

●子育て支援費給付事業      2,610 千円 

・子育て支援拠点事業       3,455 千円 

 

 ③ 衛生費 

   ・子ども医療費助成事業      14,949 千円 

   ・健康相談ダイヤル２４事業       1,395 千円 

   ●感染症予防対策事業       2,001 千円 

・住宅用太陽光発電設備導入促進事業      480 千円 
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 ④ 農林水産業費 

   ・農業用排水路改修事業      4,000 千円 

・新規就農支援事業        3,208 千円 

   ・加工用米等助成金事業      21,705 千円 

   ・重要インフラ施設周辺森林整備事業    3,006 千円 

 

 ⑤ 商工費 

   ・観光行事運営事業（酒蔵まつり、河川敷祭りほか）   3,999 千円 

   ●道の駅改修事業（実施設計）【新規】    33,138 千円 

 

⑥ 土木費 

・橋梁定期点検事業【新規】      11,000 千円 

・町道舗装修繕・排水整備事業     17,896 千円 

   ●町道成田神崎線道路整備事業    132,306 千円 

   ●町道神宿松崎線道路改良事業      20,635 千円 

   ●町道毛成堀籠線道路改良事業      7,061 千円 

   ・木造住宅耐震診断及び改修費助成事業     1,080 千円 

   ・住宅リフォーム費助成事業       2,100 千円 

     

⑦ 消防費 

   ・小型動力ポンプ積載車更新事業【新規】     6,380 千円 

   ・自主防災組織助成事業       200 千円 

  

⑧ 教育費 

  ・ＧＩＧＡスクール支援員配置事業        4,218 千円 

   ●学校給食費助成事業       17,000 千円 

   

 

 

５．引上げ分の地方消費税交付金の使途 

 

 消費税率引上げによる増収分は全額、社会保障費の財源としています。  

 

【歳入】地方消費税交付金（社会保障財源分）  77,000 千円 
 

【歳出】社会保障施策に要する経費  675,880 千円 
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【社会保障施策に要する経費】                      （単位：千円） 

区  分 経 費 
財 源 内 訳 

源 内 訳 国県支出金 その他特定財源  一般財源 

社会福祉（高齢者福祉・障害者福祉・児童福祉など） 385,312 159,949 6,706 218,657 

社会保険（国保・介護保険・後期高齢者医療など） 242,675 42,462 2,586 197,627 

保健衛生（母子保健・疾病予防・健康増進対策など） 47,893  10,877 240 36,776 

合  計 675,880 213,288 9,532 453,060 

一般財源のうち地方消費税交付金 （ 77,000） 

差し引き （376,060） 

 

 

６．特別会計・公営企業会計 

  

国民健康保険事業特別会計  ７億３，４００万円 前年度比 700 万円（1.0％）増 

  うち保険給付費 5 億 680 万 6 千円 

 

 介護保険事業特別会計  ６億４，４００万円 前年度比 2,100 万円（3.4％）増 

  うち保険給付費 5 億 9,600 万円 

 

 後期高齢者医療特別会計    ９，２３０万円 前年度比 1,100 万円（1.2％）増 

  うち後期高齢者医療広域連合納付金 8,725 万 5 千円 

 

 水道事業会計 収益的 収入 ２億２，４１４万３千円 

支出 ２億  １９８万７千円 

資本的 収入         ３千円 

支出   ５，９８１万５千円 

 


